










（2）　重度の知的障害を伴う無発語の ASD 児のコミュニケーション般化のプロセス　 　　（13：55～14：15）
　　　　　川崎医療福祉大学大学院医療福祉学研究科医療福祉学専攻修士課程　　　　○藤田　雄大
　　　　　川崎医療福祉大学医療福祉学部医療福祉学科　　　　　　　　　　　　　　　諏訪　利明


























































痛み（Visual analogue scale :VAS），定量的超音波































































（3）　ASD 児の保護者のストレスと療育の関連　－ TEACCH 自閉症プログラムを参考にして－
Relationship between Stress and Support for parents of a child with Autism Spectrum Disorder












































































































































































































































では，SSWr が SSW 実践を行う上での困難とその
対策について明らかにすることを目的とし，特に親
にメンタルヘルス問題がある場合に焦点を当てるこ
ととする．
　また，本研究テーマは明らかにされていないこと
が多いため，探索的に分析する必要がある．そのた
め，SSWr の語りを基に内容分析で分析した．研究
対象は，同意が得られた SSWr7名を対象とし，半
構造化面接でインタビューを実施した．
　分析結果は，大きく困難と対策の2つに分かれ，
554
それぞれにおけるカテゴリーは，困難で13個，対策
で11個に整理された．この結果を踏まえると，困難
については，SSWr が活動のベースとする学校には，
教育という福祉とは違う文化が存在している．また，
その教育という文化の影響が大きいことで，本来は
子どものために協力すべきであっても，理解し合え
ないことが多く，協力できる関係性が築けていない．
そのため，協力して支援する上での困難が多く存在
していると考えられる．
　他方，対策は，これらの困難に対する対策の他，
困難があっても困難と捉えないように自身の気持ち
をコントロールするという対策なども挙げられた． 
　以上のようなことが明らかになったが，本研究で
は限られた条件における SSWr を対象としたデー
タの分析であるため，一般化することは難しい．そ
のため，これからさらに研究を蓄積していく必要が
ある．
